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1『存在と時間』（M. Heidegger, Sein und Zeit, Tübingen, Max Niemeyer 1927（15 Aufl., 1979））は単行
本を用いる。引用は、SZ という略号とページ数（例えば、SZ, 42 なら『存在と時間』42 ページ）で示す。
また、『ハイデガー全集』（M. Heidegger, Gesamtausgabe, Frankfurt am Main, Vittorio Klostermann, 
1975-）からの引用は、GA という略号に続けて巻数とページ数（例えば、GA 61, 7 なら全集 61 巻の 7 ペ
ージ）で示す。 
2 George Misch, Lebensphilosophie und Phänomenologie. Eine Auseinandersetzung der Diltheyschen 
Richtung mit Heidegger und Husserl, F. Cohen Verlag, Bonn 1930,（3 Aufl., Teubner Verlag, Stuttgart 
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10 先持・先視・先把握については、『存在と時間』の第 32 節において、道具的存在者の解釈に即して説明
されている。道具が何であるか（～としての）を解釈するときには、まず道具全体の道具立てが視野のう
ちに保持され（先持）、さらにそこには一定の視点が定めされている（先視）、その限りで、道具はあらか













































全集第 62 巻の付録に収められている。本稿での引用はハイデガー全集による。 
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13『存在と時間』においても、解釈の暴力的性格についてハイデガーは語っている（Vgl. SZ, 315）。 
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14 ハイデガーは、事実的に「終わっていること」（zum Ende sein）との対比において、可能的に「死へと
あること」、つまり、「死への存在」（Sein zum Tode）を捉えている。 
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